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奄美大’島
季節をあらわす方言について

一一一12丹14日受：理・一一・

　　　　　　鹿児島藩士名越左源太はづ嘉永年間，島津家のお家騒

　　　　　動に関係して，大島に遠島されたが1在島中の見聞所感

　　　　　をその著「南島雑記」に残した．そのなかに大島の4季．

●　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一について1つぎのような一文がある．
　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　「新玉の年立帰る初春より，余寒なく，早暖になれど

　　　　　　も7、雨勝にして快晴なく・長閑なる春の景色もなけれ

、　　　　ば，禾伝ふ鶯も春を告ぐれども高音なく，ホケキョの
ド
　　　　　　声も漸くにして早し．（中略）亦吾藩の桜木憎二本移

　　　　　　し植えて，．木は大木になりし計り，花稀稀に萎縮して

　　　　　一桜の花の如くならず．　（中略）

　　　　　、　さて花も散り，春過ぐれば，蚊の声軒端をまとう

　　　　　　て，購ヶ屋の蚊遺火空を覆う．柴の庵のいぶせきもい

　　　　　　と意苦し．五月雨の一日も晴るる事なく，水無月旅の

　　　　　　道すがら，往来の野道の松の蔭濃る清水の夕ま暮，願

．　　　　う折なるあつき日も，山茂りて海近く，涼しき風の絶

　　　　　　．間なく，暑さをしのぐは安けれど，草の庵の憂き夢をー

　　　　　，驚くばかり．萩の葉に秋を告げてん吹き初むる風のみ

　　　　　　繁き山嵐．梢のみどり隙間もなく，細谷川の水絶え

　　　　　　て，雨はいたく降るとても，木々には霜の花咲かで，

　　　　　　山に紅葉の色もなく，染まぬ木の葉を染まぬとか．時
　　　　　　一．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　丁蟻

■　零1ま篇辮晶讐曇魏鷺畠灘灘
　　　　　　購が心もせかれつN．苗代急ぐ頃なれや，、亦唐芋め葉

ト　　　　　も青く，年に替りて暖かき，芋を植えても吉野山，花

　　　　　　咲く春の過ぎ行かば，飢を凌ぐの為ならん．暮れ行く

　　　　　　年のいまだにも，袷羽織の肌持は，貧しき民も暖かに

　　　　　　愛づべかりける島なれや．」　（昇曙夢：天奄美史　p

　　　　　　・553）

　　　　　このなかに，南島奄美大島の4季のさまが，おぼろげな

　　　　　がらも，わりあいしっかりと描かれている．すなわち，

　　　　　季節の差は本土のそれのように，はっきりしたものでは

　　　　　なく，たとえば，桜についてみると，花がひらくのと若

　　　　　葉がしげるのとは，ほとんど同時であり，また，楓は紅

　　　　　葉することもなく，一般の樹木には落葉もみあたらな

　　　　　い．かって霜雪をしらず，いわば，常夏の国としてうた
～
　　　　　われている．

　　　　　　このような状態の島の気象のうつりかわりを，季節と

　　　　　して把握することは，なかなかむずかしいことである

　　　　　　　＊
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の』季節』．1淫，鑛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・㌻

祖巴｝』ゼ∫1、樋
が浦島雑記の文章にもしみされた夢をこ・注意深磯灘

察の結果と・気象資料を餅用すれば・’ある程度実情に溶講

なった季節の分類ができろだろうと考えられる．この塔灘
地力、ら民駄伝承されてきた，季節や天候をあらわすご噸

藩鰍鋤象磯醐営　
　気象に奉礎をおいた季節の分類には，全国的森も’のと鴫

ヤ
し

ては舗先生の御磯局地的なものとして厳田地，講

方の季節をとり扱った坂田先生のすぐれた論文がある．1携
　　　・　　　　　　　　　　　　　　　能灘いずれも1年を10種の季節に分類されている．本稿にお、謬
　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユもま

ける季節の秀類も，累年気象資料上で不連続的な変化を㌃鑛

する点を求めて季界としたことは，前記の二論文と大体馨

同樫あるカ㍉ここでは方言と耐鮎12種の季鰍、耀
分類した．　（下図参照）　．　　　　　　　　　　　『、、篠
　　　　　　　　．　　　　　　　　　　，懸
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この季以前に年間最低気温が出現することもあち「魁亙

矯

浮

二尋

甲』1

．も’“

窮
『ノ季い

∫君一

｝
しイ

層
『｛r

名瀬測候所

1956年■月 灘



・；殖　　瀦Vヤ：一」　・㌧こ、－∵『’・「“デ…一讐ヤ

．　26

　　　　　　　　　　　1－1　～『　　‘

奄美大島の季節（福田）

　　この季の始めごろにでることもある．しかし，この季に甲

　　はいると，気温は日ましに暖くなり始め，水蒸気量も漸

　　次ましてゆくが，温度は冬季とほぼ同様のままである．

　　よく東支那海南部に低気圧が発生し，急速に発達しつ

　　つ・北東進を始めるため，強い寒冷前線の通過がしばし

　　ばみられたりする．禾気は週期的に変化し，5～7’日間

　　ぐらいの間隔で寒波が襲来し，海上の交通はもっとも注

　　意を要するころとなる．琉球において，二月風廻リ（カ
　　　　　　（註2）
　　ジマーズ＞と称される荒天厄日は，当地方の一部では二

　　月風もさといわれて，この季の終りごろにあたる．

・　』しばしば・附近を通る低気圧の暖域にはいり，芽生え

　　る草木に適当の雨量をもたらす．この雨を木萌雨（キプ
　　　・’（註3）

　　ツメ）といい，このころの天候を一月キプツメなどとい

　　う．またやや強い南風が吹いたりするが，これにのっ
　　　　　ユ
　　て・冬期間南方忙いた渡り鳥（ヒヨドリなど）が北上す

　　るといわれている．この南風を鳥南（トリ4くイ）という．

　　　こり季は顕著な寒波の吹きだしによって終るのである

　　カ1，このころ大雨がもたらされる．この雨を桜流し（サ

　　クラナガシ）と称し，三月サクラナガシともいう．

　　　，2」春・・3月22日一・4月25日

　　　寒さはずいぷんやわらぎ，気温は急速に上昇して，終

　　りごろになると小笠原高気圧もみえ始め，夏を思わせる

　　ような天気が4～5日ぐらいつずくこともある．すなわ

　　ち1暖気が浸入し，寒さは完全にこの季でなくなり，水

　　蒸気量・温度・日照ともにましてゆくが，平均風速はし

　　だいに小さくな．って，好天の日の多いのをしめす．この
　　　　　　　　　　　　　　　　（註4）
　　ごろの天気を三月赤山（ハrヤマ）と称し，降りそうで

　　．なかなか降らず・大陸より飛来する黄砂や，風塵のため

　　に，春に白穂のつくのもこ：のころである．概して年中で

　　もっともよい行楽の季節である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛
　　　3。初夏・4月26日一5月15日

　　　この季にはいると・天気変化の週期は長くなるか，ま

　　たはすっかりくずれてしまう．小笠原高気圧の発達が目

　　だち・帯状高気圧が硫黄島附近より，沖縄附近まで東西

　　に伸ぴることが多く・天気は安定した型をしめし，気

　　温・水蒸気量ともにゆるやかに上昇増加し，湿度，日照

　　≧もに大きな変化はみせない．この初夏の前半の期間

　　は・三月ハーヤマと称される天候のつずきと考えられる

　　カ㍉後半では梅雨の先ぶれで，ハシリと称される大雨現

　『象もみられる．この雨を本格的な梅雨と区別し，大流し

　　（オーナガシ）ともよんでいる．

1　　4．梅雨・5月16日一6月29日

　　　5月なかばごろより梅雨にはいるが，5月いっぱいは
　　まだ初夏の延長，ともみられ，気温は急昇するにいたら

　　ず，降水量も四月大ナガシと称され，初夏よりやや増加

　　するにとどまり・本格的梅雨にはまだならない．しか
　ヨ　ロら　　し　　　　　ノ

　　し・初夏とのはっきりした区別は，悪天候，雲量の増

フ、．・加，湿度の急昇，日照時数の減少などに．よってしめされ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註5）　一る．5月末から6月にはいると，ホンナ方シと称してい．

’26

、　、

、　 ・〆重』㌦’一’マタ㌧

る・本格的梅雨に突入し，気温は急昇をつずけオゆく．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註6）
年によってはこの梅雨那なく，いわゆる空梅雨で，干ば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註7）
つとなることがあるがいたって少く，例年豪雨，洪水と

なる．全年を通じて雨の多い土地ではあるが，この梅雨

季の降水量ほ圧倒的に多い．

　　5．夏・・6月30日一7月29日

　悔雨前線は北上し，北九州や日本海附近を低気圧が往

来し・．小笠原高気圧は硫黄島附近より，沖縄附近まで張

　り出す．ために当地近海では南よりの風や南西の風が，
　　　　　　　　　　　　　　　　　（註8）
やや強く吹き始菊る．この風をアラベイといい，アラバ

イが吹き始めると，梅雨があけいよいよ夏が来たととを

知る．この南風の吹走する時期は，この季の前半の10～

15日間ぐらいで，風速は10m／s以上に達することもあっ

て，漁夫や，船員の間では注意すべき時期として知られ

ている．アラバイが止むと，いよヤ）よ安定した夏の天気

である．アラバイの期間を含めて，この30日間の天気を

六月日照（’ヒドリ）と称し，降水量は少く，連日晴天が
　　　　　　　　　　　　　（註9）
つずき年間最高気温が出現する．

　6．晩夏・7月30日一8月28日、

　この季は年中でもっとも台風襲来数の多い期間で，豪

雨がもたらされて・暴風の脅威にさらされる．台風の襲

来しない限りは前季夏とほとんど同一で，安定した天気

となるが・やや日ざしにきびしさがお．とろえ，気温はわ

ずかながら下降してゆくのはいなめない．この季め後半

は降水量が多く，台風の襲i来の多いことを語っている．

このころはちょうど，旧歴の盆にあたるころで，盆荒れ

　（ボンアレ）と称している．また盆南（ボンベー），盆・

東風（ボンゴチ）ということばでこのころの天候をあら・

わすこともあるが，やはり台風に関連したものである．

　　7．初秋・8月29日一・9月27日

　8月末から気温は下降し始める．このころ発達した積

乱雲から，俄雨が降ったりすることが多いが，降水量は

少く，雨量は年中でもうとも少い，さわやかな好晴の日

がつずく．この俄雨を虹雨（ノrキアム）とよんで，ま

た八月ノーキ雨などといい，このころの天候をあらわ

す．台風が来ない限り，年中でもっともよい季節である．

が・盛夏を思わせるような残暑の日がつずくことが多
　　　　　　　　（註10）
い．これを八月テダ，あるいはモドリテダなどという．

　8．罧雨・9月28目一10月12日

　夏型の天気から冬型の天気にうつる過渡期として，天

気はぐずつき型となり，短期間ながら秋流し（アキナガ．

シ）と呼ばれる雨期としてしられている．年によってこ
　　　　　　　　　　　　　　　　（註11）
の雨期は，1月もずれることもあるが，豪雨大雨があっ

たり，洪水となったりする．

　この季の終りごろに北の季節風が吹き始める．これを

新北風（ミ・一亭シ）と呼んでいる．ミーニシが吹き始め

’ると，大陸高気圧の圏内にはいり，小笠原高気圧の影響

がおとろえたと考えてよいわけである』このころ「さ』し
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奄美大島’の季・節て福田〉
　　　　1　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

ぜ」（鷹の一種）が渡来してくるが，一これ嫉ミーニシに

のってやうてくるといわれている、天気はしぐれ模様1と

なり。俗に鷲糞雨（タークス雨）と呼び・九月タ｝クス

乏もいう。　　　　　　　　　　　　　　　’

　9．秋・10月13日一11月11旦　　　　　　　　　．

　霧雨をすぎるとジ気温は依然として下降のr途を疫ど

り・雲量もしだいにまして冬らしくな？てゆくが・、こ4〉

季の中ごろになると比較的好晴の日がつずく、すなわ

ち・移動性高気圧の往辛参頻緊で・一週間ぐらいの遷期

で天気適変ってゆく．こ4）ごろになると・思い葦したよ

うな気温上昇の日が2，3日つずき，夏を思いださせる
　　　　　（註12）
ことがある．台風もこの季が最後で～こわ以後にあらわ

れることはほとんどなく，台風の来ない限り寒波の襲来

も冬危早春のように頻繁さと激しさがないので，海上の

方もわりあいおだやかな臼がつずきやすい．このころり
　　　　　　　　（註13），
天気を称してノ剛クタといい・、おだやかな海上をウナン

．（註14）

ドレという．

　10．晩…秋・11月12日一12月6日

　前の季節の終りごろ，近海あるいは東方洋上を通過し

た，今年最後の台風や， 低気圧のあとなど，強い寒波の

　　　　　　　　モ襲来があってこの晩秋は始まるのであるが，晩秋という

よ，すでに初冬といった感じである・しかし・初冬と違

う点は気温め冷却がじうぶん進んでおらず・初冬にはヤ・

るまで急速に†降してゆき，秋には安定していた湿度

．も，この季にはいるとますます乾燥の度を加え，雲の多

い日がつずく．大陸高気圧も発達して平均風速は冬と同

・程度である．降水量は前半は多く，後半は後につずく初

冬，冬と同様に量的には少い．・

　11．初冬・12月7日一12月26日
　晩秋には急速に下降していった気温も・この季！こいた

るとややゆるやかになる．水蒸気量も同様で・湿度は年

中でもっとも低いが，晩秋およびこのころの天気を霜月

シツタリと呼んでいる．いんうつな天気がっずく意味で一

ある．しかし，初冬はまだ完全に冬型の天気とはいえ

ず，ときどき好晴め日が一週間ほどつずく．ことがある．

　　12．冬・・12月27日2月14日

　　夏以来下降をつずけてきた気温も・この季にはいると

ほとんど安定する．天気は平均5～7日ぐらいの週期で’

変転し，一週期の約半分は6m／s以上の北風が吹き・10

　m／s以上が2日．も連続して吹くことは普通で，時にほ3

　～4日間も吹きつずけることがある1このため群島間の

交通もとだえ，．もっとも便の悪い時期となる．好晴の日

　もわずか1日ぐらいしかつずかず，，風向は不安定で・い

　つ季節風の吹きだしがあるかわからないと野？た天気で

　あるピこの間の事情を師走南（3ヴ、スベイ）といらて・

　天気が良くても注意を怠らないようにと戒めている．・

　　冬も終りごろの…月下旬ふら二月上旬にかけて， とき

　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註15）
　どき1日2日暖かい日がっずいたりすると，桜も咲きそ

　　　　　　　　　　’　　　　㌧　・。・一 ．体，．ピ饗馨轟

あて早く椿辛るり蹴うける…雨禰4働韻蝶，

ホうよづで劾ながら・実際は；の抑末ご廼1鱗灘

県稀気澄り南ちわれる極寒の時期である・一・・滋蔚1濃

註1・名瀬に於ける年間最低気温㌦　　　“　　　ご二』耀
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　　　　　　　　　　　　　　　　17158　　　　　　4’12・・　　　　　　　　　　　　　27　　’計

②最低気温の趣値（4．9℃以下）
　　　　3』16C　　1901　．1　．12一．・　」
　　　　4．1　　1917一』亜　　7．
　　　　4．5　　1900一．ヤ、正　，．7．
　　　、4，6　　　　　　　　1913，　1934，　1936．

　　　　4．9　　1947』・』』　　　　　’一
　③暖冬（7．OOC以上）
　　　　8．5。C　，1929－1蜘（1929，皿）
　　　　72　　』　　　’1849－

　　　　71　　　－1914

註2　二月風廻ηについて　　　　　　　　・　　』一　｝
　不連続線による，風向め変転を風建り．と称している・．

琉球では』旧暦2月には15臼間に7回も風が廻るといわ・
れている，時に二月風廻りと称される荒天厄日は，『，冬至

から数えて86日目の日』で，だいだい3月16日前後にあた・
る．これは今から400年ほど前，久米島，め堂の大親（堂
の比屋とも書くようである）ーという人の残した日和見の’

中に，海上郊は相戒むべ竜日として定めち轟たものであ
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浮輩”．1諜雨にづいて

　．一またはっきり夢ちわれる年と，あちわれない年とがあ

盟季勲ひとつとして灘を髄けること炉考硬
．す一る所σある“．，

　　　　　　　　　新』刊　紹　介

　｝，淫　火，・災　便　輩　　日本火災学会編

茅』’一　B6判1630頁　　，特価1，800円臨理化書院発行

　　　、　　　　コ貝ナ社発売．
　　一火災学会で編集した火災便覧がとうとうでき上らた，．

▽，解儲は火災学会帥でこの企画が初まってから，ずっ・
　　、とその一部分のお手伝いをして来たので，完成の喜ぴは
　石層である・それでこれの批評では准くて紹介撤えて
　、買づて、出たわけである．

　　　ハンドブヅクや便覧は専門別にいろいろでぎている．

　二；之に電気工学ハンドブック等は30年近い歴史をもうて
　量いて3回の改訂が行われ，すでに簿評のあるものである．

警便覧は最初の第1版であるから内容の精粗不揃いとい
　　う点，項目に若干の脱漏がありはしないかという懸念等’
ξ遡い尊とはないがぽずわれわれの予鵬上のでぎば

　・．えである．これは原稿の校蘭やゲラの校正に中心．となっ

　　て骨を折られた編集委員の献身的な御苦労の結果でもあ
　　るド紹介者が分担した部分の校正刷の場合にも，一内容に
　いささかの不審でもあるとチャント殊でリマークがつい一
　て廻って来るので・これだけ気を配って見ていられるの
鍵から・一こ噸覧は相当いし・ものになるなというのが，
舞三その時からの期待ではあった．
繍、内容は第・編から第・2編までと附鑑じての蜘鰍

1羅があるゼ各編の題目を挙げて見ると基礎科学，火災気象，
　’統計・火災危険・建築火災現象，消火通報設備建築防
霧火，．都市防火，消防，森林火災，一犯罪ζ火災，規程類と

　1，なっている・第1編の基礎科学はわれわれに一番参考に
蕪なう編であろう。この編の主査は金原寿郎博士で7人り

欝蝿鱗内容は温度測繍量演！麟醗熱現象・
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　ど静カンな海だと）、う意．

　註15桜の開花につレ｛で』・
　　彼岸桜の開花は平年翻月．融1『月1硝（繍年数21

鮭礪躍翼籔轡2吻と㌃つている，魁

　　む　す　び

気象こ基麟おく季節の分類は，’．天文学的纐とちボ

い・・1いろいろ困難舗を伴うがよー嘆用的鍋の賜ら

　て・その土地との結びつきが大きいのを自的とする．土、

　地の天侯や気肇に関簾した；とばの調李は・，気象盗料に

　一よ・る季節の分類にあたつて有力な痛助手段となろう．；帯

　の見地から奄美大島めこのよう嶽ことばを調査整理し1

　季考としつつ・季節の全類をお．こなった∫その結果だけを

　ことばを主とし宅紹介してみた．もっと完全な分鎖や，

　本土の季節との差につヤ｝てほ暖日⑳機会にゆずりたい．・．

　　こζに紹介し左；とばのうち・そ（？半数嫉鹿児島県天

　島支庁の學山真義氏におうた．またいろ》ろ御指導と潭

　宜をいだだいた比嘉所長やそめ他のか驚がた！こ対、しても　．

一厚く御礼申しあげます．　　　　　．・…

　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　．コ　　〈へ厭く－・〈／￥あ一

輻射・熱伝導，．熱気洗ゲ燃焼の化学，木材の燃焼・（こゐ

中には木材の含水量のこともある），消火法の．種類，危
険性化学薬品にわたうている．便覧であるから文章は簡
潔に，必要な表や式や図はできるだけも’り・込む方針がぐ

られてし1る・、編中の餐章の終りには引用した表や式や図・

g文献がまと菌て挙げ宅あるのは行き届いた配慮であ
　くつ　

　第2編瑠緒が編主査で4名の分担灘であiるが，，
この編については気象の専門家からのいろいろの批評が
ある庵のと覚悟しでいる・第3編統計の内容は第1章が
統計数理・第2章以下に出火庭数，出火原因等の実際の
火災統計と日本の大火の統計とがある．火災危険以下の

一各編でも気象の関係が思わぬ所に飛び出して来rて紹介者
自身ちょっと驚いた点もある．

　第1Q編森林火災は武田京一博士が主査となり林業試験
場関俸の執筆者でまとめられたので・その方面の資料が

．十分に蒸り・われわれには大変便利である．・例えばちょ

っとさがして見ても林の防火力と厨火力とか，林地推積．
物の含水量と可燃性とか・迎え火とか，防火線等という
蓼目が眼につくのでめる・第11編は犯罪と火災で乳【ごこ’

にもゑよいちょい気象関係が顔を出す1・実況検分や発火
』部認疋方法等の章があり，放火犯捜査の端緒に関する実
例・放火犯取調上の留意点ヂ放火および失火に関する刑

、法の解説に顔でいる・もし本便覧を読み物とし硯る・
ならこの編が一i番興昧が深いであろう．

　この便覧鷺個入で購入登れることはむつかしいヒとか『
も知れないが・内容は上祀のようで。．手近かにあれば甚

だ便利鱗のであるこ’とは確信する、会員の所属磯関・
華に備えられるよう希望に堪えぬものである．
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